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令和４年度宮崎県地域づくり顕彰受賞者の決定について 

 

 

令和４年４月１２日 

中山間・地域政策課 

 

 

１ 顕彰受賞者 

種  類 受 賞 者 選 考 基 準 

地域づくり大賞 後藤
ご と う

 俊彦
としひこ

 

達成度が非常に高く、本県

の地域振興に顕著な実績

をあげているもの 

地域づくり優秀賞 
特定非営利活動法人 

ひむか感動体験ワールド 

達成度が高く、地域づく

りに大きく貢献してい

るもの 

 
 
２ 授賞式（県庁講堂） 

令和４年５月９日（月）１３：３０～１４：３０ 
 

 ※授賞式の日時は、新型コロナウイルス感染症の状況により変更となる場合 
があります。 

 
 
［参考：地域づくり顕彰制度について］ 
・地域振興に関し、特に功績のあった個人及び団体を顕彰し、本県の地域づく
りの推進に寄与することを目的として平成８年度に創設。今回が２７回目。 

・受賞者については、「宮崎県地域づくり顕彰選考委員会」の選考を踏まえ決
定。 

・平成８年度から令和３年度までの受賞者は、地域づくり大賞が１０個人・５
団体、地域づくり優秀賞が１個人・１０団体、地域づくり奨励賞が５個 
人・５５団体。 

 
 
 

  

所管：中山間・地域政策課 

担当：寺原、河野 
直通：２６－７０３５ 
内線：６２３０、２２２１ 
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【神楽の伝承をはじめ文化・観光の両面から地域振興に貢献】 
後藤 俊彦（高千穂町） （７６歳） 

 
 
昭和56年に高千穂神社の宮司に

就任。地域に根差しながら一貫して
高千穂の夜神楽の伝承や観光振興
に尽力される中、神楽のユネスコ無
形文化遺産登録を目指すなど県内
外での幅広い活動により文化・観光
の両面から本県の地域振興に多大
な貢献をした。 

１ 概要 

 

〇先進性・独自性 

全国各地域に先駆け、昭和５５年及び平成元年の二度にわたる高千穂の夜神楽ヨーロッ

パ公演の実現をはじめ、全国各地や海外での神楽公演に携わるなど、「神話のふるさと」で

ある高千穂町のみならず本県の知名度向上に貢献した。 
 

〇継続性 

昭和５６年に宮司に就任して以来、長年にわたり高千穂の夜神楽の伝承や観光振興など

に取り組むとともに、現在では、高千穂の夜神楽伝承協議会会長として、神楽の舞手の育

成・確保に尽力されるなど、地域の伝統文化の継承に大きく貢献している。 
  

〇発展性 

九州各地の神楽保存団体と連携を図りながら情報発信等に取り組む中、令和3年7月に

は後藤氏を会長として全国神楽継承・振興協議会設立準備会が発足し、「日本の神楽」の

保存・継承とさらなる発展を目指して、ユネスコ無形文化遺産登録にも取り組んでいる。 
 

〇自主性 

高千穂神社の神職になって欲しいとの地元からの要請を受けＵターンし、高千穂神社の

再興に尽力された。また高千穂の夜神楽や神話に関する書籍の執筆や全国各地での講演

活動を多数行っている。 
 

〇協働性・連携性 

高千穂町観光協会の副会長・会長を歴任し、観光振興に尽力するとともに、現在では各

種協議会等の会長を務めるなど各地との連携協働により、神楽の保存・継承に幅広く取り

組んでいる。また、県の記紀編さん1300年記念事業においても、県内外での講演等に協力

するなど、本県の魅力を広くＰＲした。 
 

〇効果 

上記の様々な活動により、高千穂の夜神楽の伝承や古事記や日本書紀に描かれた日向

神話の普及をはじめ、文化・観光の両面から本県の地域振興に貢献した。 

２ 活動に対する評価 

  
・令和元年   サントリー地域文化賞（「高千穂の神楽」として） 

・令和 3年   神社本庁より最高位の称号「長老」を授与 

３ その他 

後藤 俊彦 氏 高千穂の夜神楽 
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【自然の魅力をつなぎ「アウドドア天国」を広く県内外に発信】 

特定非営利活動法人ひむか感動体験ワールド（延岡市） 

 
 

  山、海、川等の地域資源を生かし
たアウトドア体験プログラムを県内外
からの参加者に提供することなど
で、地域の豊かな自然の魅力を広く
周知し、地域活性化や郷土愛の醸成
に大きな貢献をした。 

１ 概要 

 

〇先進性・独自性 

ユネスコエコパークに代表される国内屈指の自然環境を生かし、山、海、川など様々なフ

ィールドについて、子どもや初心者から上級者に至るまでそれぞれのレベルに対応したアウ

トドアプログラムを一元的に提供している。 
 

〇継続性 

体験プログラムについては、「感動体験案内人」（ガイド）を確保しながら、平成27年度から

令和元年度は、年間約2,000人の受入を行っている。また、近年においては、中学生を対象

にした教育旅行の受入も行っている。 
  

〇発展性 

商店街におけるキッズバイクレースの主催や登山道、河川の清掃など、地域活性化や環

境保全など様々な分野に活動を広げている。また、今後の体験プログラム需要の増加を見

据え、案内人の育成や教育旅行の受入強化にも力を入れている。 
 

〇自主性 

当団体は、地元の各フィールドのスペシャリストにより任意団体（のべおか感動体験案内

人連絡協議会）として立ち上げられ、平成24年度に法人格を取得し、多種多様な活動を行っ

ている。 
 

〇協働性・連携性 

延岡市と連携して各分野（観光、地域振興、教育等）で様々な事業を実施するとともに、

漁協や教育機関、各地域で地域づくりに取り組む団体や個人と連携するなど、協力体制を

構築している。 
 

〇効果 

上記の活動を通じて、地域資源の認知度向上や地域活性化に貢献した。また、市民に対

して豊かな自然の魅力を伝えることで、郷土愛の醸成や持続的な地域づくりへの参画の促

進にも貢献した。 

２ 活動に対する評価 

 

宮崎県地域づくりネットワーク協議会に加盟し、代表の高橋勝栄氏が延岡ブロック長を務

めるなど、県内地域づくり団体の中心的な役割も担っている。 

３ その他 

教育旅行の受入 

代表者：高橋 勝栄 

結 成：平成 22 年（活動歴 12 年）※前身団体の活動期間を含む 

トレッキング体験 


